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ゆく年あっさぶの１年 2021 年も広報あっさぶをご覧いただきありがとうございました

2021 年の主な出来事を広報あっさぶで振り返ります

2021 年の厚沢部町のあゆみ新 春

特 集

新 春

特 集
2022 年

どうか皆様にとって

良い１年となりますよ

うに今後とも広報あっ

さぶをご愛顧賜ります

ようよろしくお願いい

たします。

▲第３回冬の道駅まつり『あっさぶ・冬花火』（３月号）

（２月）
「３地区で同時に花火を打ち上げ」

（３月）
「これからの厚沢部町の 10 年間の指針」

▲『第６次厚沢部町総合計画の答申』（５月号）

（５月）
「新型コロナワクチン接種がスタート」

▲ 75 歳以上の接種開始（６月号）

（６月）
「新中山トンネル工事が着工」

▲『新中山トンネル工事安全祈願祭』
　（７月号）

（８月）
「厚沢部町で初の夏開催」

▲『令和３年厚沢部町成人式』（９月号）

▲あっさぶメークインの『販売体験』（11 月号） ▲『庄山絢隊員が着任』
　（12 月号）

（11 月）
「『地域おこし協力隊』着任」

（10 月）
「自分たちで育てたメークインを道の駅で販売」

（７月）
「プペルバスが厚沢部町へやってきた」

▲『光る絵本展プペルバス in 北海道ひやま』（８月号）

（８月）
「重点道の駅としての役割を強化」

▲『24 時間トイレが完成。供用開始』（８月号）
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町
民
の
皆
様
、
新
年
明
け
ま
し

て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

希
望
に
満
ち
た
令
和
４
年
の
輝

か
し
い
新
春
を
、
皆
様
と
共
に
迎

え
ら
れ
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
は
、
町
政
を
担
い
４
期
４

年
目
の
節
目
の
年
で
あ
り
ま
す
。

私
は
こ
れ
ま
で
町
民
の
皆
様
と
と

も
に
各
種
施
策
を
推
進
し
、
安
心

し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
厚
沢

部
町
実
現
の
た
め
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に

町
民
皆
様
と
議
員
各
位
の
ご
理

解
、
ご
支
援
の
賜
と
、
心
か
ら
厚

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
春
に
あ
た
り
、
ト
ッ
プ
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
の
責
任
の
重
大
さ
を

再
認
識
し
、
さ
ら
に
全
力
で
積
極

的
に
施
策
を
展
開
さ
せ
、
町
民
皆

様
が
、
真
に
幸
せ
を
実
感
で
き
る

謹
賀
新
年

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く

決
意
を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
が
全
世
界
に
拡
散

し
、
従
来
型
か
ら
変
異
し
た
ウ
イ

ル
ス
が
感
染
拡
大
を
引
き
起
こ

し
、
８
月
に
は
緊
急
事
態
宣
言
が

発
令
さ
れ
感
染
者
が
激
増
し
、
医

療
が
逼
迫
す
る
な
ど
、
ま
さ
に
災

害
と
も
い
え
る
異
常
事
態
と
な
り

ま
し
た
。
昨
年
後
半
に
は
感
染
者

数
は
落
ち
つ
い
た
も
の
の
、
新
た

な
変
異
ウ
イ
ル
ス
「
オ
ミ
ク
ロ
ン

株
」
の
感
染
が
国
内
で
も
急
速
に

広
が
っ
て
お
り
、
未
だ
に
予
断
を

ゆ
る
さ
な
い
状
況
が
続
い
て
お
り

ま
す
。

　

国
内
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
で
一
年
延
期
さ

れ
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
多
く
の
国
と
地

域
の
選
手
が
参
加
し
、
各
競
技
で

熱
戦
を
く
り
広
げ
幕
を
下
ろ
し
ま

し
た
。
１
９
６
４
年
東
京
大
会
以

来
、
57
年
ぶ
り
２
度
目
と
な
っ
た

日
本
で
の
夏
季
五
輪
開
催
は
、
大

部
分
の
会
場
が
無
観
客
と
な
る
な

ど
、
異
例
ず
く
め
の
大
会
で
し
た
。

日
本
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
58

個
の
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
、
過
去
最

多
の
成
績
を
お
さ
め
、
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
お
い
て
も
前
回
大
会
を

上
回
る
メ
ダ
ル
数
を
獲
得
す
る
な

ど
輝
か
し
い
成
績
を
残
し
ま
し

た
。
東
京
都
へ
の
緊
急
事
態
宣
言

下
で
の
開
催
に
つ
い
て
は
、
様
々

な
意
見
が
あ
り
ま
し
た
が
、
最
後

ま
で
勝
負
を
あ
き
ら
め
な
い
選
手

の
ひ
た
む
き
な
姿
に
、
コ
ロ
ナ
禍

で
疲
弊
す
る
国
民
の
皆
様
が
勇
気

年 

頭 

の 

ご 

挨 

拶

厚
沢
部
町
長

渋 

田 

正 

己

5

と
感
動
を
得
ら
れ
た
こ
と
と
思
い

ま
す
。

　

10
月
31
日
に
第
49
回
衆
議
院
議

員
総
選
挙
が
行
わ
れ
、
自
民
・
公

明
の
与
党
が
国
会
を
安
定
的
に
運

営
で
き
る
絶
対
安
定
多
数
を
超
え

る
２
９
３
議
席
を
獲
得
し
、
第
２

次
岸
田
内
閣
が
発
足
し
ま
し
た
。　

　

岸
田
総
理
は
就
任
後
の
所
信
表

明
で
、
コ
ロ
ナ
克
服
・
新
時
代
開

拓
の
た
め
の
経
済
対
策
と
し
て
、

18
歳
ま
で
の
子
供
や
住
民
税
非
課

税
世
帯
へ
の
10
万
円
の
給
付
、
介

護
や
看
護
な
ど
の
現
場
で
働
く
人

の
収
入
を
引
き
上
げ
る
た
め
の
支

援
、
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
地
方

創
生
を
図
る
た
め
の
支
援
を
打
出

し
、
危
機
に
対
す
る
必
要
な
財
政

支
出
は
躊
躇
な
く
行
う
こ
と
を
表

明
し
、
約
36
兆
円
に
お
よ
ぶ
過
去

最
高
の
補
正
予
算
を
先
の
臨
時
国

会
で
成
立
さ
せ
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
対
応
と
し
て
は
、

こ
の
夏
に
比
べ
て
３
割
、
１
万
人

増
の
約
３
万
７
０
０
０
人
が
入
院

で
き
る
体
制
を
確
保
し
、
ワ
ク
チ

ン
の
３
回
目
の
接
種
を
開
始
。
オ

ミ
ク
ロ
ン
株
へ
の
効
果
な
ど
を
一

定
程
度
見
極
め
、
で
き
る
限
り
前

倒
し
、
今
後
の
切
り
札
と
な
る
飲

め
る
治
療
薬
の
早
期
普
及
が
期
待

さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

政
府
の
施
策
の
展
開
が
、
約
２

年
に
及
ぶ
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、

コ
ロ
ナ
後
の
日
常
に
進
む
第
一
歩

と
な
る
こ
と
を
願
う
も
の
で
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
も
活
発
な
前
線
の

影
響
等
で
局
地
的
に
猛
烈
な
大
雨

と
な
り
、
土
砂
災
害
や
洪
水
に
よ

り
全
国
各
地
で
甚
大
な
被
害
を
被

り
ま
し
た
。
特
に
、
７
月
に
は
東

海
地
方
か
ら
関
東
地
方
南
部
で

は
、
記
録
的
な
大
雨
と
な
り
特
に

静
岡
県
熱
海
市
で
、
観
測
史
上
最

多
と
な
る
降
水
量
を
記
録
し
、
大

規
模
な
土
石
流
が
発
生
し
ま
し

た
。
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
々
に
は
、

衷
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
一
日
も
早
い
復
旧

復
興
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

本
町
に
お
き
ま
し
て
は
、
大
き

な
災
害
は
な
く
、
安
堵
し
て
お
り

ま
す
が
、
い
つ
起
こ
り
得
る
か
わ

か
ら
な
い
自
然
災
害
の
脅
威
を
思

い
知
ら
さ
れ
る
と
同
時
に
、
常
日

頃
か
ら
防
災
意
識
を
持
ち
、
災
害

に
対
し
て
の
心
構
え
が
重
要
で
あ

る
と
あ
ら
た
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ

た
と
こ
ろ
で
す
。
昨
年
度
策
定
さ

れ
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
の
啓
発

や
今
後
も
防
災
備
蓄
計
画
に
基
づ

き
食
糧
や
備
品
の
整
備
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。
本
年
も
天
候
に
恵

ま
れ
、
穏
や
か
な
年
で
あ
り
ま
す

よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
は
寅
年
（
ト
ラ
年
）
で
す
。

寅
は
、
毛
皮
の
模
様
か
ら
全
身
が

夜
空
に
輝
く
星
と
考
え
ら
れ
干
支

の
中
で
も
大
変
優
雅
な
存
在
で
あ

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
決

断
力
と
才
知
」
の
象
徴
と
し
て
の

意
味
も
あ
り
縁
起
物
と
し
て
親
し

ま
れ
て
い
ま
す
。

　

寅
年
に
ち
な
み
、
力
強
く
迅
速

に
「
素
敵
な
過
疎
の
ま
ち
づ
く
り
」

に
ま
い
進
し
て
参
り
ま
す
の
で
、

本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
・
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
あ
た
り
、
皆
様
の
ご
健

勝
と
ご
多
幸
を
、
心
か
ら
ご
祈
念

申
し
上
げ
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

副 町 長

竹 村　寛 仁

教 育 長

鈴　木　　聡

力
強
く
迅
速
に

 

「
素
敵
な
過
疎
の

   

ま
ち
づ
く
り
に
邁
進
」

　年頭のご挨拶

◆
総
務
財
政
課

　
　
　
　
　
　

合　

浦　

博　

昭

総
務
係
長　
　

二　

宮　

和　

之

総
務
係
主
査　
　

青　

柳　

秀　

和

総

務

係　
　

柴　

崎　

重　

博

財
政
係
長　
　

福　

田　

亜
矢
子

　
　
　
　
　
　

亀　

井　

祐　

作

経
理
管
財
係
長　
　

能　

代　

一　

史

情
報
管
理
係　
　

大　

山　

剛　

弘

◆
政
策
推
進
課

課　
　

長　
　

朝　

倉　

秀　

美

政
策
推
進
係
長　
　

木　

口　

孝　

志

政
策
推
進
係　
　

蛯　

名　

拓　

斗

商
工
観
光
係
長　
　

小　

西　

智　

晴

商
工
観
光
係　
　

首　

藤　

浩　

平

財

政

係

兼
経
理
管
財
係

課

長

兼

情
報
管
理
係
長

◆
住
民
税
務
課

　
　
　
　
　
　

津　

野　
　
　

修

主　
　

幹　
　

安　

達　

達　

也

住
民
係
長　
　

中　

里　

孝　

子

　
　
　
　
　
　

永　

井　

里　

奈

住

民

係

兼

国

保

係

課

長

兼

生
活
安
全
係
長

　
　
　
　
　
　

小　

橋　

朱　

理

◇
認
定
こ
ど
も
園
は
ぜ
る
勤
務

園　
　

長 
 

　

斉　

藤　

紋　

子

こ
ど
も
園
係
長　
　

中　

里　

知　

弘

主
任
保
育
教
諭　
　

橋　

端　

純　

恵

　

 

〃 

　
　
　

西　

村　

智　

香

保
育
教
諭　
　

朝　

倉　

美　

樹

　

 

〃 

　
　
　

月　

居　
　
　

茜

　

 

〃 

　
　
　

高　

田　

智　

美

　

 

〃 

　
　
　

佐　

藤　
　
　

舞

子

育

て

支

援

係

主

任

兼

こ

ど

も

園

係

◆
出
納
課

（兼）
会
計
管
理
者　
　

朝　

倉　

秀　

美

　
　
　
　
　
　

森　
　
　

ゆ
か
り

出

納

係　
　

清　

水　

智　

美

◆
議
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　

森　
　
　

理　

生

総

務

係　
　

吉　

田　

友　

耶

◆
農
業
委
員
会
事
務
局

（兼）
事
務
局
長　
　

沼　

下　

利　

広

総
務
係
長　
　

石　

井　

淳　

平

（兼）
総
務
係　
　

谷　

口　

方　

基

主

幹

兼

出

納

係

長

事

務

局

長

兼

総

務

係

長

課
税
収
納
係
長　
　

三　

戸　

康　

彰

課
税
収
納
係　
　

佐　

藤　

優　

平

　

 

〃　
　
　

 

川　

瀬　

皓　

太

国
保
係
長　
　

杉　

野　
　
　

剛

　
　
　
　
　
　

小　

森　

賢　

人

生
活
安
全
係
主
査　
　

増　

田　
　
　

聡

国

保

係

兼

住

民

係

◆
保
健
福
祉
課

　
　
　
　
　
　

三　

橋　

玲　

子

　
　
　
　
　
　

木　

村　

千　

律

福
祉
係
長　
　

太　

田　

聡　

子

福

祉

係　
　

船　

瀬　

祥　

太

介
護
保
険
係
長　
　

藤　

田　

智　

美

介
護
保
険
係　
　

飴　

谷　

美　

咲

　
　
　
　
　
　

米　

田　
　
　

茜

健
康
増
進
係
長　
　

石　

田　

和　

子

健
康
増
進
係　
　

並　

川　

麻　

子

　

 

〃　
　
　

 

奈　

良　

陽　

子

　
　
　
　
　
　

小　

森　

麗　

奈

健
康
増
進
係　
　

渡　

邉　

留　

綾

　
　
　
　
　
　

上　

戸　

陽　

介

課
長
補
佐
兼
子
育
て

支
援
係
長
兼
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
係

課

長

兼
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
係
長

健

康

増

進

係

兼

子

育

て

支

援

係

兼

こ

ど

も

園

係

地

域

包

括

支

援

セ

ン

タ

ー

係

子

育

て

支

援

係

主

査

◆
農
林
課

課　
　

長　
　

沼　

下　

利　

広

　
　
　
　
　
　

三　

上　

光　

憲

農
業
振
興
係
長　
　

中　

川　

一　

秀

　
　
　
　
　
　
　

上　

條　

公　

大

　
　
　
　
　
　

堂　

下　

貴　

宏

農
村
整
備
係　
　

谷　

口　

方　

基

林
業
振
興
係
長 

 

　

藤　

八　

伸
太
郎

◆
建
設
水
道
課

課　
　

長　
　

中　

野　

健　

二

　
　
　
　
　
　

安　

沢　

富
士
子

　
　
　
　
　
　

服　

部　

常　

人

　
　
　
　
　
　

万　

所　

貴　

之　

　
　
　
　
　
　

紺　

野　

和　

美

土
木
係
主
査　
　

大　

森　

秀　

行

建
築
施
設
係
長　
　

林　
　
　

慶　

太

　
　
　
　
　
　

福　

島　
　
　

耕

　

 

〃 

　
　
　

久
保
田　

和　

敏

農
業
振
興
係
（
活
性

化
セ
ン
タ
ー
勤
務
）

管

理

係

主

査

兼
建
築
施
設
係

上

下

水

道

係

主

査

主

幹

兼

上
下
水
道
係
長

主

幹

兼

農
村
整
備
係
長

農

業

振

興

係

兼
林
業
振
興
係

主

幹

兼

管

理

係

長

兼

土

木

係

長

主

幹

兼
建
築
施
設
係

◆
教
育
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　

笹　

森　

浩　

明

主　
　

幹　
　

安　

田　
　
　

光

　
　
　
　
　
　

荒　

木　

敬　

仁

　
　
　
　
　
　

三　

上　

裕　

介

社
会
教
育
係
長　
　

板　

坂　
　
　

勇

社
会
教
育
係　
　

富　

塚　
　
　

龍

　

 

〃　

 

　
　

増　

田　
　
　

廉

　
　
　
　
　
　

石　

村　

和　

子

◆
選
挙
管
理
委
員
会

（兼）
書
記
長　
　

合　

浦　

博　

昭

（兼）
書　

記　
　

二　

宮　

和　

之

（兼）
書　

記　
　

青　

柳　

秀　

和

◆
監
査
委
員

（兼）
書　

記　
　

合　

浦　

博　

昭

（兼）
書　

記　
　

二　

宮　

和　

之

（兼）
書　

記　
　

青　

柳　

秀　

和

事
務
局
長
兼
総
合
給

食
セ
ン
タ
ー
長
兼
学

校
教
育
係
長
兼
総
合

給
食
セ
ン
タ
ー
係
長

学

校

教

育

係

主

査

学

校

教

育

係

兼

総

合

給

食

セ

ン

タ

ー

係

総
合
給
食
セ
ン

タ

ー

係

主

査

（

再

任

用

）
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

輝
か
し
い
令
和
４
年
の
新
春
を

町
民
の
皆
様
と
共
に
迎
え
ら
れ
ま

す
こ
と
を
謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

併
せ
ま
し
て
、
皆
様
に
は
日
頃

か
ら
議
会
に
対
し
ま
し
て
、
温
か

い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
き
心
か

ら
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す

　

昨
年
来
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
国
内
感
染
状
況
は
ワ
ク
チ
ン
接

種
率
の
増
加
、
海
外
か
ら
の
入
国

制
限
や
外
出
自
粛
対
策
等
が
功
を

奏
し
徐
々
に
沈
静
化
の
傾
向
に

向
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
新
た
な

変
異
株
の
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
は
、
こ

れ
ま
で
の
デ
ル
タ
株
の
感
染
力
を

遥
か
に
凌
ぎ
、
再
び
世
界
各
国
で

感
染
が
拡
大
し
て
お
り
ま
す
。
国

内
に
お
い
て
も
感
染
者
が
増
加
傾

向
と
な
っ
て
お
り
、
市
中
感
染
等

再
拡
大
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

国
で
は
、
感
染
対
策
と
日
常
生

活
の
両
立
を
図
る
た
め
、
感
染
拡

大
傾
向
時
に
は
都
道
府
県
の
判
断

で
Ｐ
Ｃ
Ｒ
・
抗
原
検
査
の
無
償
化

を
支
援
す
る
こ
と
を
、
令
和
３
年

11
月
19
日
に
閣
議
決
定
し
、
ワ
ク

チ
ン
の
ブ
ー
ス
タ
ー
接
種
も
前
倒

し
で
進
め
て
い
ま
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
こ

れ
ま
で
と
同
様
に
、
マ
ス
ク
や
手

洗
い
、
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
な
ど
基

本
的
な
予
防
対
策
を
徹
底
し
、
感

染
リ
ス
ク
の
軽
減
、
拡
散
の
防
止

に
努
め
る
こ
と
で
、
早
期
の
収
束

に
向
か
う
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま

す
。

　

さ
て
、
今
年
の
当
町
の
大
き
な

事
業
と
し
ま
し
て
は
、
道
の
駅

あ
っ
さ
ぶ
に
、
歴
史
文
化
情
報
発

信
施
設
を
併
設
し
た
新
し
い
商
業

施
設
が
、
７
月
の
完
成
を
目
指
し

建
設
さ
れ
ま
す
。
既
設
の
産
業
会

館
や
、
昨
年
新
設
供
用
開
始
さ
れ

た
24
時
間
ト
イ
レ
と
合
わ
せ
、
重

点
道
の
駅
と
し
て
更
な
る
誘
客
に

期
待
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

次
に
、
農
業
政
策
で
あ
り
ま
す
。

国
は
、
令
和
４
年
度
か
ら
の
「
水

田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金
」
に

於
い
て
、
今
後
５
年
間
米
を
作
ら

な
い
農
地
を
交
付
金
対
象
か
ら
外

す
方
針
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
は
主
食
用
米
の

需
給
の
み
な
ら
ず
、
転
換
作
物
に

も
大
き
な
影
響
を
与
え
る
と
も

に
、
全
国
規
模
で
の
農
家
経
営
の

見
直
し
や
、
各
地
域
の
農
業
振
興

方
策
の
変
更
な
ど
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
す
事
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
当
議
会
で
は

12
月
定
例
議
会
で
い
ち
早
く
国
に

新 

年 

の 

ご 

挨 

拶

厚
沢
部
町
議
会
議
長

鈴 

木 

祥 

司

▼
総
務
文
教
常
任
委
員
会

委

員

長　

髙　

田　

一　

弥　

副
委
員
長　

松　

村　

松　

雄

委

員　

中　

山　

俊　

勝

委

員　

上　

戸　

昌　

行　

委

員　

山　

田　

克　

哉　

▼
産
業
厚
生
常
任
委
員
会

委

員

長　

濵　

塚　

久　

好　

副
委
員
長　

香　

川　

直　

樹

委

員　

佐
々
木　
　
　

宏

委

員　

山　

崎　
　
　

孝

副議長

佐々木　宏

新
年
の
ご
挨
拶

農
業
委
員
会
だ
よ
り

だ
よ
り

vol.114

▼
農
業
者
年
金
、
売
買
・
貸
借
・

　

相
続
等
の
農
地
に
関
す
る
事
は

　

農
業
委
員
会
事
務
局

　
　

（
☎
６
４
‐
３
３
１
４
）
へ

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
年
頭
に
あ
た
り
謹

ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ

ま
す
。
ま
た
、
日
頃
よ
り
農
業
委

員
会
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

一
昨
年
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
り
、

農
作
業
だ
け
で
は
な
く
、
様
々
な

産
業
に
影
響
が
生
じ
て
い
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
の
効
果
や
「
新
し
い
生

活
様
式
」
の
浸
透
に
よ
り
、
現
在
、

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大

は
抑
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
変
異

種
の
出
現
も
あ
り
、
ま
だ
ま
だ
予

断
を
許
さ
な
い
状
況
で
す
。

　

い
ま
だ
に
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
の

中
止
や
延
期
、
会
合
の
自
粛
な
ど

が
続
き
、
社
会
経
済
全
体
の
縮
小

に
よ
り
、
外
食
産
業
の
需
要
が
縮

小
す
る
な
ど
農
産
物
の
価
格
は
先

会長

外　﨑　　明

行
き
不
透
明
な
状
況
が
続
い
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
農
業
従
事
者
の
高
齢
化

や
後
継
者
不
足
、
鳥
獣
被
害
な
ど

農
地
を
め
ぐ
る
状
況
は
多
く
の
課

題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
農
業
者
が

将
来
に
希
望
や
誇
り
を
も
っ
て
農

業
に
従
事
で
き
る
よ
う
、
私
た
ち

も
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
農
業
委
員
会
は
現
体
制

と
な
っ
て
２
年
目
を
迎
え
ま
す
。

全
国
的
に
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
若

い
委
員
構
成
と
な
っ
て
お
り
、
総

会
で
は
真
摯
な
議
論
が
交
わ
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
２
年
間
、
様
々

な
研
修
事
業
が
中
止
と
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
委
員
の
知
識
向
上

の
機
会
が
減
少
し
て
い
ま
す
。
令

和
４
年
は
、
委
員
の
力
量
の
向
上

を
重
要
課
題
と
し
て
取
り
組
み
、

「
農
地
の
番
人
」
と
し
て
の
中
立

性
と
信
頼
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

農
地
等
の
利
用
最
適
化
（
担
い

手
へ
の
農
地
利
用
の
集
積
・
集
約

化
、
耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
・

解
消
、
新
規
参
入
の
促
進
）
の
推

進
、
現
地
調
査
等
に
お
い
て
も
引

き
続
き
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

　

農
地
の
売
買
、
貸
借
な
ど
農
地

に
関
す
る
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
、
遠
慮
な
く
私
た
ち
農
業
委
員

へ
相
談
い
た
だ
き
、
貴
重
な
農
地

を
適
切
に
活
用
で
き
る
よ
う
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

農
業
者
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
な
に
よ
り
も
農
作
業
・
農

薬
事
故
に
ご
留
意
さ
れ
、
健
康
で

実
り
多
い
一
年
と
な
り
ま
す
こ
と

を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

会　
　

長　

外　

﨑　
　
　

明

会
長
代
理　

小
野
寺　
　
　

孔

委　
　

員　

西　

口　

智　

章

　
　

〃　
　

佐　

藤　

美
登
子

　
　

〃　
　

木　

村　

卓　

也

　
　

〃　
　

前　

田　

秀　

幸

　
　

〃　
　

奈　

良　

和　

人

　
　

〃　
　

木　

口　

幸　

弘

　
　

〃　
　

佐　

藤　

龍　

也

　
　

〃　
　

由　

利　

昭　

人

　
　

〃　
　

斉　

藤　

和　

博

　
　

〃　
　

吉　

田　
　
　

藍

　
　

〃　
　

佐　

藤　

貴　

彦

　
　

〃　
　

下
川
部　

和　

宏

　

（
議
席
番
号
順
）

　新年のご挨拶

◆
国
保
病
院

院　
　

長　
　

佐
々
木　

紀　

仁

副

院

長　
　

木　

村　

一　

隆

医　
　

師　
　

岡　

本　
　
　

悠

事

務

長　
　

髙　

野　

政　

人

　
　
　
　
　
　

森　
　
　

英　

治

　
　
　
　
　
　

佐　

藤　

武　

徳

　
　
　

 
 

　
　

坂　

本　

和　

晃

管
理
栄
養
士　
　

道　

島　

洋　

子

薬
剤
師
長　
　

金　

澤　

潤　

子

看
護
師
長　
　

鈴　

木　

ゆ
き
み

主
任
看
護
師　
　

丹　

保　

麻　

美

　

 

〃　
　
　

 

溝　

口　

真
由
美

看

護

師　
　

中　

川　

麻　

子

　

 

〃　
　
　

 

高　

杉　

裕
美
子

　

 

〃　
　
　

 

尾　

山　

順　

子

　

 

〃　
　
　

 

杉　

野　

麻　

美

　

 

〃　
　
　

 

亀　

田　

美
智
子

 

　

〃　
　
　

 

増　

崎　

麻　

希

　

 

〃　
　
　

 

青　

柳　

裕　

美

　

 

〃　
　
　

 

川　

股　

登
和
子

　

 

〃　
　
　

 

鈴　

木　

恵
美
子

　

 

〃　
　
　

 

鈴　

木　

有
希
子

　
　
　
　
　
　

松　

橋　

和　

子

　

 

〃　
　
　

 

國　

仙　

若　

子

准
看
護
師　
　

下
川
部　

紀　

子

◆
厚
沢
部
消
防
署

署　
　

長　
　

北　

川　

広　

幸

主　
　

幹　
　

福　

田　

昭　

浩

　

 

〃 

　
　
　

中　

山　

博　

之

庶
務
係
長　
　

松　

原　

茂　

樹

　
　
　
　
　
　

並　

川　

光　

生

　
　
　
　
　
　

森　

山　

泰　

凪

管
理
係
長　
　

下
川
部　
　
　

純

　
　
　
　

 
 
 
 

加　

澤　

寛　

明

予
防
係
長　
　

三　

崎　

慶　

智

　
　
　

 
 

　
　

酒　

井　

遵　

樹

　
　
　
　
　
　

松　

神　

雅　

朗

救
急
係
長　
　

太　

田　

稔　

久

救
急
係
主
任　
　

庄　

山　

一　

輝

警
防
係
主
査　
　

柴　

田　

直　

行

警
防
係
主
任　
　

唯　
　
　

大　

介

警

防

係　
　

佐
々
木　

智　

也

☆
派
遣

　

北
海
道
総
合
政
策
部

　

地
域
創
生
局
地
域
政
策
課

　
　
　
　
　
　

丸　

山　

祐　

樹

予

防

係

兼

危

険

物

係

予

防

係

兼

危

険

物

係

管
理
係
主
任
兼

庶

務

係

主

任

庶
務
係
主
査
兼

管

理

係

主

査

庶

務

係

兼

救

急

係

主
任
臨
床
検
査

技
師
（
再
任
用
）

主
幹
兼
総
務
係

長

兼

医

事

係

医

事

係

長

兼

総

務

係

看

護

師

（

再

任

用

）

対
し
て
、
「
生
産
現
場
の
意
見
に

も
配
慮
し
、
慎
重
な
取
り
進
め
を

行
う
よ
う
」
意
見
書
の
提
出
を

行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

現
代
社
会
を
取
り
巻
く
環
境
が

著
し
く
変
化
す
る
中
で
、
地
方
行

政
の
果
た
す
べ
き
役
割
と
責
任
は

ま
す
ま
す
大
き
く
、
将
来
に
わ

た
っ
て
活
力
あ
る
社
会
を
維
持
し

て
い
く
た
め
に
は
、
地
域
の
特
色

を
出
し
た
地
方
創
生
の
取
組
み
を

推
進
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。

　

議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
よ

り
開
か
れ
た
わ
か
り
や
す
い
議
会

運
営
を
行
い
な
が
ら
、
行
政
運
営

の
監
視
と
チ
ェ
ッ
ク
機
能
の
強
化

を
今
後
も
図
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

厚
沢
部
町
に
生
ま
れ
育
っ
た
こ

と
に
誇
り
と
自
信
を
持
て
る
「
安

全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く

り
」
の
た
め
に
、
そ
の
職
責
を
果

た
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
支

援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

迎
え
ま
し
た
新
年
が
皆
様
に

と
っ
て
素
晴
ら
し
い
年
で
あ
り
ま

す
よ
う
ご
祈
念
い
た
し
ま
し
て
年

頭
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

農
業
者
年
金
巡
回

相
談
会
の
ご
案
内

　

北
海
道
農
業
会
議
か
ら
農
業
者

年
金
相
談
指
導
員
が
来
庁
し
ま

す
。
老
後
の
備
え
を
し
っ
か
り
行

う
た
め
、
農
業
者
年
金
制
度
を
上

手
に
活
用
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。

　

対
象
は
次
の
方
で
す
。

①
受
給
を
間
近
に
控
え
た
62
歳
か

　

ら
65
歳
の
方

②
農
業
者
年
金
の
見
直
し
を
検
討

　

し
た
い
現
役
世
代
の
方

③
農
業
者
年
金
未
加
入
の
方

★
場
所

　

厚
沢
部
町
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー

　

２
階
集
会
室

★
期
日

　

令
和
４
年
２
月
２
日

（水）

★
時
間

　

①
の
方
…
13
時
30
分
か
ら
15
時

　

②
、
③
の
方
…
15
時
か
ら
17
時
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令
和
３
年
『
第
４
回
厚
沢
部
町
議
会
定
例
会
』
が
12
月
13
日

（月） 

～
15
日

（水）
の

３
日
間
開
催
さ
れ
、
令
和
３
年
度
一
般
会
計
及
び
各
特
別
会
計
の
補
正
予
算
案

や
条
例
の
制
定
案
３
件
な
ど
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
議
事
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、『
議
会
だ
よ
り
２
月
号
』
及
び
『
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
』
で
お
伝
え
し
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
案
は
９
６
１
７
万
９
千
円
を
追

加
し
、
総
額
を
52
憶
３
５
８
２
万

６
千
円
と
し
ま
し
た
。

　

補
正
の
内
容
は
、
財
政
調
整
基

金
積
立
金
、
ふ
る
さ
と
づ
く
り
基

金
寄
附
積
立
金
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
報
償
費
、
起
業
者
支
援
補
助

金
、
ふ
る
さ
と
納
税
委
託
料
、
子

育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付

金
、
敬
老
こ
と
ぶ
き
商
品
券
、
滝

野
地
区
道
営
農
地
整
備
事
業
費
負

担
金
及
び
中
間
管
理
機
構
関
連
事

業
費
負
担
金
、
鳥
獣
被
害
対
策
実

施
隊
員
の
日
額
報
酬
の
増
額
、
観

光
コ
ン
テ
ン
ツ
作
成
等
委
託
料
、

持
家
建
設
促
進
奨
励
金
の
増
額
な

ど
で
す
。

　

監
査
委
員
の
任
期
満
了
に
伴

い
、
議
会
の
同
意
を
得
た
岩
田
健

二
氏
（
鶉
・
66
歳
）
が
監
査
委
員

に
新
任
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
令

和
４
年
２
月
27
日
～
令
和
８
年
２

月
26
日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。

一
般
会
計
予
算
を
追
加

第
４
回
町
議
会
定
例
会

岩
田
健
二
氏
が
監
査
委
員
に
新
任

４
件
の
契
約
締
結
を
可
決

　

次
の
４
件
の
契
約
の
締
結
に
つ

い
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

〇
重
点
道
の
駅
商
業
施
設
建
設
工

　

事
建
築
主
体
工
事
請
負
契
約

〇
重
点
道
の
駅
商
業
施
設
建
設
工

　

事
機
械
設
備
工
事
請
負
契
約

〇
重
点
道
の
駅
商
業
施
設
建
設
工

　

事
電
気
設
備
工
事
請
負
契
約

〇
歴
史
文
化
情
報
発
信
施
設
シ
ス

　

テ
ム
構
築
等
業
務
委
託
契
約

※
１
月
末
頃
か
ら
資
材
の
運
搬
等

　

が
行
わ
れ
ま
す
の
で
道
の
駅
を

　

ご
利
用
の
際
は
ご
注
意
願
い
ま

　

す
。

新
商
業
施
設
の
指
定
管
理
者
を
可
決

　

道
の
駅
あ
っ
さ
ぶ
新
商
業
施
設

及
び
24
時
間
ト
イ
レ
の
指
定
管
理

者
の
指
定
に
つ
い
て
次
の
通
り
、

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

〇
指
定
管
理
者
の
名
称
及
び
代
表
者
名

　

一
般
社
団
法
人

　

厚
沢
部
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発

　

代
表
理
事　

大
井
政
美

〇
指
定
期
間

　

令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら

　
　
　
　
　

令
和
９
年
３
月
31
日

　

明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社

と
町
は
健
康
増
進
に
関
す
る
包
括

連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

本
協
定
は
、
健
康
づ
く
り
・
生

活
習
慣
病
予
防
・
が
ん
対
策
・
そ

の
他
の
健
康
増
進
に
関
す
る
取
り

組
み
を
推
進
す
る
に
あ
た
り
、
相

互
に
連
携
・
協
力
し
、
町
民
の
健

康
増
進
や
町
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

を
図
る
た
め
、
基
本
的
事
項
を
定

め
た
も
の
で
す
。

　

12
月
21
日

（火）
、
役
場
第
一
会
議

室
で
行
わ
れ
た
包
括
連
携
協
定
締

結
式
で
、
渋
田
町
長
は
「
高
齢
化

が
進
む
に
つ
れ
て
、
い
か
に
安
全

で
安
心
な
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ

く
の
か
が
大
事
に
な
っ
て
く
る
。

町
民
の
健
康
は
町
全
体
の
活
気
に

つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。
今
回

こ
う
し
て
大
変
あ
り
が
た
い
協
定

を
締
結
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
ぜ

ひ
連
携
し
な
が
ら
厚
沢
部
町
を
元

気
な
町
に
し
て
い
き
た
い
」

と
感
謝
を
述
べ
ま
し
た
。
明

治
安
生
命
保
険
相
互
会
社
石

桁
健
司
函
館
支
社
長
は
「
地

域
の
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

し
て
、
各
自
治
体
と
連
携
し

な
が
ら
健
康
増
進
事
業
な
ど

地
域
に
貢
献
す
る
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。
厚
沢
部
町
が

い
つ
ま
で
も
活
気
溢
れ
、
皆

さ
ん
が
健
康
で
い
ら
れ
る
よ

う
に
持
続
的
な
発
展
を
サ
ポ

ー
ト
し
て
い
き
ま
す
」
と
挨

拶
し
ま
し
た
。

町
民
の
健
康
増
進
や
町
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た
め

明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社
と

　
　
　
　
　 

包
括
連
携
協
定
を
締
結

▲協定書を交わした渋田町長と石桁支社長

　

12
月
12
日
を
も
ち
ま
し
て
地
域

お
こ
し
協
力
隊
（
農
業
研
修
生
）

の
任
期
を
終
え
、
退
任
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

１
年
目
で
富
栄
地
区
を
中
心
に

農
業
に
関
す
る
基
本
的
な
こ
と
を

学
び
、
２
年
目
で
ア
ス
パ
ラ
を
定

植
し
、
３
年
目
で
収
量
が
少
な
い

と
さ
れ
る
１
年
目
の
収
穫
を
終

え
、
来
年
か
ら
は
目
標
量
の
ア
ス

パ
ラ
を
期
待
で
き
る
と
い
う
理
想

的
な
形
で
研
修
を
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
皆
さ
ま
の
お
力
添

え
の
お
か
げ
で
す
。
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

２
年
前
は
ま
だ
何
も
決
ま
っ
て

い
な
い
状
態
だ
っ
た
こ
と
や
ア
ス

パ
ラ
の
定
植
後
も
ハ
ウ
ス
が
未
完

成
だ
っ
た
こ
と
な
ど
を
思
い
返
す

と
、
こ
の
短
期
間
で
よ
く
こ
こ
ま

で
辿
り
着
け
た
な
と
い
う
の
が
正

直
な
感
想
で
す
。

　

後
日
、
新
規
就
農
の
認
定
を
受

け
、
農
家
に
な
る
予
定
で
す
。
こ

こ
か
ら
が
本
番
で
す
の
で
、
焦
ら

ず
堅
実
に
進
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

【
元
地
域
お
こ
し
協
力
隊　

　
　
　
　
　
　

 

　

山
本　

和
範
】

表彰者名 タイトル 受賞名

○第40回中学生人権作文コンテスト「地方大会」

杉山　怜実（３年） 「自分らしく」
優秀賞

八重樫　陽（３年） 「大切な人」

○第40回中学生人権作文コンテスト「江差地区大会」

大瀧　望々花（３年） 「ＳＮＳの使い方」 優秀賞

沼下　歩生（２年） 「出所した人への視線」 江差人権擁護委員協議会長賞

「
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
」
４
名
が
表
彰

「
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
」
４
名
が
表
彰

　

12
月
17
日

（金）
、「
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
表
彰
が
厚
沢
部
中
学
校
（
玉

置
英
樹
校
長
）
で
行
わ
れ
、
受
賞
し
た
４
名
の
生
徒
に
、
賞
状
と
記
念
品

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
「
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
」
は
身
の
周
り
に
あ
る

様
々
な
人
権
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
も
ら
い
、
豊
か
な
人
権
感
覚
を
身
に

つ
け
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

▲左から函館地方法務局中尾秀和江差支局長、杉山さん、八重樫さん、大瀧さん、沼下さん、
　岩田冨貴子人権擁護委員。

　

12
月
16
日

（木）
、
第
一
生
命
労
働

組
合
函
館
営
業
職
支
部
（
佐
々
木

道
也
執
行
委
員
長
）
の
２
名
が
Ｄ

Ｖ
Ｄ
セ
ッ
ト
を
寄
贈
す
る
た
め
認

定
こ
ど
も
園
は
ぜ
る
を
訪
れ
ま
し

た
。
第
一
生
命
労
働
組
合
函
館
営

業
職
支
部
で
は
平
成
６
年
度
よ
り

毎
年
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
を
開

催
。
今
年
度
も
地
域
貢
献
活
動
と

し
て
バ
ザ
ー
収
益
金
を
活
用
し
、

こ
ど
も
園
な
ど
に
Ｄ
Ｖ
Ｄ
セ
ッ
ト

を
寄
贈
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
受
け
取
っ
た
園
児

た
ち
は
少
し
早
い
ク
リ
ス
マ
ス
プ

レ
ゼ
ン
ト
に
喜
び
、
大
き
な
声
で

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と

感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
ま
し
た
。

園
児
達
に
Ｄ
Ｖ
Ｄ

を

プ

レ

ゼ

ン

ト

　

人
権
擁
護
委
員
に
谷
口
匡
佐
子

氏
（
館
町
・
58
歳
）
の
再
任
が
同

意
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
の
再
任
を
同
意

▲退任式では町長から「地域に根付い
てこれからも頑張って」と激励を受け
ました。

続
・
協
力
隊
新
聞

笑
顔
で
あ
っ
さ
ぶ
V

vol.26
い
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新型コロナウイルス感染症の影響が長期化し、その影響が様々な人々に及ぶ中、
子どもたちを力強く支援しその未来を拓く観点から、『子育て世帯への臨時特別給付金』を支給します。

本事業は、令和３年 11 月 19 日に閣議決定された国の経済対策に基づき実施されるものです。
今回の支給については原則『プッシュ型』による支給を行っていますが、

以下の方については申請が必要となります。

　次に記載する方については原則申請が必要となります。

●令和３年９月 30 日時点で高校生（平成 15 年４月２日～平成 18 年４月１日生まれ）の児童

　（保護者の所得が児童手当（本則給付）と同等未満の所得である場合）

●所属庁から児童手当（本則給付）を受給している公務員

●令和４年３月までに生まれた児童手当（本則給付）支給対象児童（新生児）の保護者等

※町で児童手当を受給している方は申請不要となります。

■申請が必要な方について

子育て世帯への臨時特別給付について

現在、各種報道でも周知されているとおり、３回目の接種が始まります。

それに伴い、厚沢部町の今後のスケジュール等をお知らせいたします。

【３回目接種について】

※３回目のワクチンはファイザー社製・武田 /モデルナ社製のいずれかを接種します。
　当面はファイザー社製となる予定ですが、今後武田 /モデルナ社製となる場合もあり
　ます。選択はできませんのでご了承ください。
※厚沢部町に住所がありながら居住地で接種をしたい方（単身赴任・大学進学等）は、
　居住地で手続きが必要となります。接種券が手元に届きましたら、居住地の市町村窓
　口でご相談ください。
※詳しく内容を知りたい、不明な点がある等ありましたら、下記問い合わせ先までお問
　い合わせください。

★ワクチン接種に関する相談・お問い合わせ★

　保健福祉課健康増進係　保健師　☎６４-３３１９

※ワクチン情報については町ホームページでも公開していますのでご覧ください。

新型コロナワクチン３回目接種について

〇接種の対象

　新型コロナワクチンの３回目接種の対象は、以下を全て満たす方となります。

★ 18 歳以上の方
★日本国内で２回目までの接種が完了している方
★２回目接種を完了した日から原則８か月経過した方
　※ 12/24 時点の情報です。今後の情勢により、変更となる可能性があります。

〇接種が受けられる時期

　接種を行う期間は令和４年９月 30 日までの予定です。

２月

・医療従事者等の接種
・２回目の接種を終了した方で３回目接種の対象となる方へ、３回目接
　種の意向調査を実施
　（往復はがきで、３回目接種を希望するか調査を行います）

３月

・４月の集団接種対象の方へ、接種券を発送。
　（その後の対象者も随時発送）
・集団接種の対象となる方は８月26日までに２回目接種を終えている　
　方です。８月31日以降に２回目接種を終えた方は個別接種となります。
・２月の意向調査で接種希望の方には、接種券に同封して、接種日時が
　記載された案内も送ります。都合が悪い日だった場合は、保健福祉課
　へご連絡ください。

４月
・町民交流センター（あゆみ）にて、集団接種を実施。
　木・金曜日を利用した計７日間で実施予定。
　電話予約・ネット予約等は不要。

５月
・厚沢部町国民健康保険病院にて、個別接種を実施。
　電話予約・ネット予約が必要。

【厚沢部町の今後のスケジュール】

※厚沢部町では一般住民の接種は全員４月以降となります。

➡接
種
開
始

　対象児童１人につき、10 万円です。

■給付金額について

　対象の方には、12 月から順次支給を開始しています。申請が必要な方については１月下旬の支給を予定して

います。

■支給時期について

　12 月に申請書をお送りしています。申請書に記載事項を記載の上、問合せ先まで提出をお願いします。

　申請書で指定した口座に振り込みます。

　※指定口座への振込が口座解約・変更等によりできない場合は、子育て世帯への臨時特別給付が支給されませ

　　んので、子育て支援係までご連絡ください。

■給付方法ついて

★問合せ先★
　保健福祉課　子育て支援係　☎６４－３３１９

⚠ご注意ください⚠
「子育て世帯への臨時特別給付金」に関する
振り込め詐欺や個人情報の搾取にご注意ください。

－新型コロナウイルス関連－－新型コロナウイルス関連－



13 1212

　

12
月
11
日

（土）
、
『
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
シ
ア
タ
ー
厚
沢
部
』
（
町

ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
シ
ア
タ
ー
実
行
委
員
会
主
催
）
が
厚
沢
部
町

役
場
駐
車
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
も
安
心
し

て
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
商
工

会
青
年
部
や
観
光
協
会
な
ど
が
協
力
し
企
画
。
約
30
台
の
車

が
集
ま
り
、
車
内
か
ら
映
画
鑑
賞
を
楽
し
み
ま
し
た
。
会
場

で
は
昨
年
も
大
人
気
だ
っ
た
特
別
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
メ
ニ
ュ
ー

も
販
売
さ
れ
、
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
を
食
べ
な
が
ら
映
画
を
見
て

い
る
家
族
の
姿
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
商
工
会
女
性
部
か

ら
来
場
者
へ
お
菓
子
が
配
ら
れ
、
お
腹
も
心
も
満
た
さ
れ
た

イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
シ
ア
タ
ー

　

車
内
か
ら
安
全
に

　
　

映
画
鑑
賞

▲お菓子をもらった子ども達は大喜び！

　

12
月
11
日

（土）
、
認
定
こ
ど
も
園
は
ぜ
る
で
３
歳
以
上
児
の

『
は
っ
ぴ
ょ
う
か
い
』
が
開
催
さ
れ
、
保
護
者
が
見
守
る
中
、

元
気
い
っ
ぱ
い
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
し
し
ま
い
組
（
年
長

児
）
は
着
物
や
袴
を
着
て
の
踊
り
な
ど
を
披
露
。
特
に
「
し

し
ま
い
大
サ
ー
カ
ス
」
で
は
、
縄
跳
び
や
三
点
倒
立
、
逆
上

が
り
な
ど
練
習
し
て
き
た
成
果
を
存
分
に
披
露
し
ま
し
た
。

そ
ん
な
我
が
子
の
頑
張
り
に
保
護
者
は
大
き
な
拍
手
を
送
り

ま
し
た
。
最
後
の
『
は
っ
ぴ
ょ
う
か
い
』
で
大
き
く
成
長
し
、

頼
も
し
い
姿
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

元
気
い
っ
ぱ
い
に

　

練
習
の
成
果
を
披
露

　
　

は
ぜ
る
発
表
会

素敵な過疎のまちのあゆみ
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12
月
22
日

（水）
、
館
町
町
内
会
（
山
田
克
哉
町
内
会
長
）
は

町
内
で
集
め
た
リ
ン
グ
プ
ル
約
12
キ
ロ
を
厚
沢
部
中
学
校
へ

届
け
ま
し
た
。
厚
沢
部
中
学
校
で
は
広
報
委
員
会
を
中
心
に

リ
ン
グ
プ
ル
の
回
収
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
今
回
、

リ
ン
グ
プ
ル
を
届
け
た
山
田
会
長
は
「
中
学
生
の
活
動
に
少

し
で
も
力
に
な
れ
た
ら
と
の
思
い
で
町
内
会
で
声
が
け
を
し

て
集
め
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
何
か
あ
っ
た
ら
協
力
し
て
い
く

の
で
ど
ん
ど
ん
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

ま
た
、
赤
沼
地
区
や
上
里
地
区
を
始
め
、
多
く
の
方
々
が
リ

ン
グ
プ
ル
を
中
学
校
へ
届
け
て
い
ま
す
。

地
域
の
協
力
に
感
謝

　

厚
沢
部
中
学
校

　
　

リ
ン
グ
プ
ル
回
収

▲まだまだ募集していますのでご協力をお願いいたします。

　

12
月
10
日

（金）
、
「
児
童
生
徒
芸
術
鑑
賞
会
（
こ
ぶ
し
座
）
」

が
町
内
の
小
中
学
生
を
対
象
に
町
民
交
流
セ
ン
タ
ー
あ
ゆ
み

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
民
族
歌
舞
団
こ
ぶ
し
座
は
伝
統
芸
能

の
継
承
・
創
造
・
普
及
を
行
う
こ
と
を
通
じ
て
、
地
域
文
化

の
発
展
と
向
上
を
図
り
、
文
化
芸
術
の
振
興
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
に
全
道
各
地
で
講
演
や
講
座
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。
鑑
賞
会
で
は
北
海
道
の
伝
統
芸
能
や
先
住
民
族
で
あ
る

ア
イ
ヌ
の
踊
り
や
歌
、
日
本
の
代
表
的
な
太
鼓
や
し
し
ま
い

な
ど
を
披
露
。
児
童
・
生
徒
た
ち
は
北
海
道
の
伝
統
に
つ
い

て
学
ぶ
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

伝
統
芸
能
に
触
れ
る

　

貴
重
な
機
会
に

　
　

芸
術
鑑
賞
会

▲伝統芸能を肌で触れ、耳で感じる。

▲いつも地域のために活動していただきありがとうございます！

　

12
月
23
日

（木）
、
商
工
会
青
年
部
（
山
下
礼
部
長
）
は
、
24

時
間
ト
イ
レ
の
清
掃
と
館
内
全
体
の
消
毒
作
業
を
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
実
施
し
ま
し
た
。
今
回
の
作
業
は
全
国
の
商
工
会
青

年
部
が
地
域
に
お
け
る
『
絆
』
に
感
謝
す
る
全
国
統
一
の
運

動
と
し
て
展
開
。
青
年
部
と
地
域
の
結
び
つ
き
を
さ
ら
に
強

化
し
て
い
く
こ
と
を
テ
ー
マ
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
作
業
を
行

っ
た
加
向
喜
行
さ
ん
は
「
利
用
者
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る

よ
う
気
持
ち
を
込
め
て
作
業
し
ま
し
た
。
地
域
の
た
め
に
な

る
活
動
を
こ
れ
か
ら
も
継
続
的
に
実
施
し
て
い
き
た
い
」
と

述
べ
ま
し
た
。

青
年
部
絆
運
動

　

地
域
の
た
め
に

　
　

で
き
る
こ
と
を

▲大迫力！和太鼓の演舞！

▲練習ではなかなか成功することのなかった倒立も一発で成功！

素敵な過疎のまちのあゆみ
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
本
年
１
月
１
日
付
け
で

法
テ
ラ
ス
江
差
法
律
事
務
所
に
着

任
し
ま
し
た
松
田
明
子
（
ま
つ
だ

あ
き
こ
）
と
申
し
ま
す
。

　

簡
単
に
自
己
紹
介
を
い
た
し
ま

す
。
私
は
石
川
県
金
沢
市
で
生
ま

れ
育
ち
、
東
京
の
大
学
に
進
学
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
法
律
家
を
目

指
す
べ
く
地
元
の
法
科
大
学
院
に

進
学
・
修
了
し
ま
し
た
が
、
司
法

試
験
に
合
格
し
た
の
は
法
律
の
勉

強
を
始
め
て
か
ら
10
年
が
経
っ
た

年
で
す
。
司
法
試
験
の
合
格
ま
で

に
は
随
分
と
時
間
が
か
か
り
ま
し

た
。
合
格
後
は
岐
阜
で
１
年
間
の

修
習
を
受
け
、
そ
の
後
、
愛
知
の
事

務
所
で
勤
務
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

北
海
道
は
ず
っ
と
「
行
き
た
い

け
れ
ど
も
な
か
な
か
行
け
な
い
土

地
」
で
し
た
。
こ
の
度
、
北
海
道

に
そ
れ
も
生
ま
れ
育
っ
た
土
地
と

同
じ
く
日
本
海
に
面
す
る
檜
山
に

赴
任
で
き
た
こ
と
を
大
変
嬉
し
く

思
っ
て
お
り
ま
す
。　

私
が
法
律

家
を
目
指
し
た
き
っ
か
け
は
「
こ

ん
な
の
お
か
し
い
！
」
と
い
う
単

純
な
感
情
で
し
た
。
お
そ
ら
く
誰

に
で
も
「
何
か
お
か
し
い
ん
じ
ゃ

な
い
か
」「
ど
う
に
か
な
ら
な
い
の

か
」
と
思
う
こ
と
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
を
掘
り
下
げ
て
い
く

と
実
は
法
律
問
題
が
眠
っ
て
い
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

私
は
皆
様
が
抱
く
純
粋
な
違
和

感
や
不
安
に
対
し
て
何
か
で
き
な

い
か
、
一
緒
に
考
え
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
地
域
の
皆
様
の
お
悩
み
や

困
り
事
が
少
し
で
も
解
消
・
改
善

さ
れ
れ
ば
こ
ん
な
に
嬉
し
い
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。「
ち
ょ
っ
と
聞
い

て
よ
」
と
、
お
気
軽
に
お
話
し
い

た
だ
け
る
存
在
と
な
れ
る
よ
う
尽

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
の
檜
山
１
年
生
を
今
後
と
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

★
ご
相
談
の
ご
予
約
は

０
５
０
‐
３
３
８
３
‐
５
５
６
３
へ

【
法
テ
ラ
ス
江
差

　
　

 

　

弁
護
士　

松
田　

明
子
】

法
テ
ラ
ス
通
信
通
信

～
新
任
の
ご
挨
拶
～

vol.118

　

清
水
の
語
源
は
和
語
の
「
清
ら

か
な
水
」
と
い
う
ほ
ど
の
意
味

と
思
わ
れ
ま
す
。
資
料
で
「
清

水
」
が
現
れ
る
の
は
、
明
治
42
年

に
設
置
さ
れ
た
植
民
区
画
「
清
水

原
野
」
で
す
。
明
治
29
年
製
版
の

地
形
図
に
は
「
清
水
」
の
地
名
は

見
ら
れ
ず
、
大
正
９
年
発
行
の
地

形
図
に
は
「
清
水
原
野
」
の
文
字

を
見
る
こ
と
が
で
き
、
建
物
や
学

校
が
描
か
れ
て
お
り
、
明
治
末

か
ら
大
正
初
め
に
清
水
の
開
拓

が
進
ん
だ
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。 

　

清
水
の
著
名
な
開
拓
者
は
今
金

町
神
丘
の
開
拓
者
と
し
て
有
名
な

天
沼
恒
三
郎
が
い
ま
す
。
恒
三
郎

は
、
神
丘
で
の
開
拓
に
一
段
落

の
つ
い
た
大
正
２
年
に
清
水
原

野
の
開
拓
に
入
り
ま
し
た
。
恒

三
郎
が
払
い
下
げ
を
受
け
た
の

は
清
水
地
区
に
設
定
さ
れ
た
植

民
区
画
77
万
坪
の
う
ち
、
35
万

坪
（
１
１
５
ha
）
で
し
た
。
恒
三

郎
は
厚
沢
部
村
村
会
議
員
と
し
て

町
政
の
発
展
に
努
め
、
清
水
開

拓
の
基
礎
を
作
り
上
げ
ま
し
た
。 

ま
ち
の
公
共
交
通

に
つ
い
て
一
緒
に

考
え
ま
せ
ん
か
？

　

町
で
は
、
少
子
高
齢
化
が
進
む

中
で
こ
れ
か
ら
の
地
域
公
共
交
通

（
バ
ス
な
ど
）
の
在
り
方
を
考
え

る
た
め
に
、
３
地
区
で
『
地
域
ヒ

ア
リ
ン
グ
』
を
行
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
「
こ
の
時
間
に
バ
ス

が
来
て
く
れ
た
ら
い
い
な
」
「
バ

ス
停
ま
で
遠
い
」
「
運
転
免
許
を

返
納
し
た
い
け
ど
そ
の
後
が
不

安
」
な
ど
、
ど
ん
な
意
見
で
も
か

ま
い
ま
せ
ん
の
で
、
地
域
の
皆
様

の
ご
意
見
や
ご
要
望
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

★
地
域
ヒ
ア
リ
ン
グ
開
催
日

●
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
集
会
室

　

１
月
20
日

（木）　

午
後
３
時
30
分
～

●
鶉
地
区
多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー

　

１
月
21
日

（金）　

午
後
１
時
～

●
館
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー

　

１
月
21
日

（金）　

午
後
３
時
30
分
～

※
ヒ
ア
リ
ン
グ
開
催
日
ま
で
に
ご

　

意
見
ご
要
望
な
ど
メ
ー
ル
で
も

　

お
受
け
し
て
い
ま
す
。
（
下
の

　

問
合
せ
先
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
ま

　

で
お
送
り
く
だ
さ
い
）

町
内
に
あ
る

に
あ
る
地
名
のの
由
来

～
清
水
～

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
本
年
も
当
施
設
は
厚
沢

部
町
の
農
業
生
産
の
サ
ポ
ー
ト
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

秋
の
終
わ
り
か
ら
２
月
上
旬
に

か
け
て
、
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
は

ｐ
Ｈ
、
石
灰
、
苦
土
、
加
里
、
リ

ン
酸
な
ど
を
含
む
多
項
目
の
土
壌

分
析
を
中
心
に
作
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。
特
に
多
い
の
は
、
ハ
ウ
ス

立
茎
ア
ス
パ
ラ
と
種
・
食
用
の
馬

鈴
薯
の
土
壌
で
す
。
分
析
は
作
付

け
す
る
圃
場
の
健
康
診
断
の
よ
う

な
も
の
な
の
で
、
毎
年
で
は
無
く

て
も
、
定
期
的
に
受
け
て
現
在
の

土
の
状
態
を
把
握
し
末
永
く
生
産

で
き
る
土
づ
く
り
の
参
考
に
し
ま

し
ょ
う
。

　

分
析
項
目
の
中
で
一
番
わ
か
り

や
す
い
の
は
ｐ
Ｈ
で
す
。
ｐ
Ｈ
は

土
壌
が
酸
性
か
ア
ル
カ
リ
性
か
の

度
合
を
表
す
指
標
で
、
人
間
で
例

え
る
な
ら
ば
体
温
で
す
。
こ
の
数

値
は
、
土
の
養
分
吸
収
や
微
生
物

の
活
動
に
影
響
し
、
作
物
の
生
育

を
左
右
す
る
の
で
、
土
壌
診
断
を

土
壌
分
析
を
活
用
し
ま
せ
ん
か
？

活
性
化
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

だ
よ
り

す
る
場
合
の
基
本
項
目
と
な
り
ま

す
。
作
物
の
種
類
に
よ
っ
て
か
な

り
の
違
い
が
あ
り
ま
す
が
、
多
く

の
作
物
は
6.0
～
6.5
の
弱
酸
性
が
生

育
に
良
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
作
物
に
適
し
た
ｐ
Ｈ
に
調
節
す

る
事
が
必
要
で
す
。

　

初
め
て
作
付
け
す
る
土
地
や
あ

ま
り
収
穫
量
が
取
れ
て
い
な
い
土

地
な
ど
、
今
ま
で
分
析
の
利
用
を

し
た
事
が
無
く
て
も
、
土
壌
の
現

在
値
を
確
認
す
る
の
は
、
来
期
の

作
付
け
に
必
要
な
事
だ
と
思
い
ま

す
。
雪
の
下
に
埋
も
れ
て
い
る
土

で
も
乾
か
せ
ば
大
丈
夫
な
の
で
、

必
要
な
方
や
出
し
忘
れ
の
方
は
セ

ン
タ
ー
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

【
農
業
振
興
係　

堂
下　

貴
宏
】

20
歳
を
迎
え
る
皆
さ
ん
！

　
　
　
　
　
　
　

国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
を
忘
れ
ず
に
！

ね
ん
き
ん

ね
ん
き
ん
講
座
講
座

　

国
民
年
金
は
、
老
後
の
所
得
保

障
だ
け
で
は
な
く
、
病
気
や
け
が

で
重
い
障
害
が
残
っ
た
と
き
な
ど

に
も
年
金
を
支
給
し
、
思
い
が
け

な
い
人
生
の
「
万
が
一
」
も
サ
ポ

ー
ト
す
る
公
的
年
金
制
度
で
す
。

『
義
務
と
権
利
』

　

日
本
国
内
に
お
住
ま
い
の
20
歳

か
ら
60
歳
ま
で
の
全
て
の
方
は
、

国
民
年
金
に
加
入
し
て
保
険
料
を

納
付
す
る
義
務
が
あ
り
、
年
金
を

受
け
取
る
権
利
が
あ
り
ま
す
。

『
加
入
の
手
続
き
』

　

学
生
や
自
営
業
者
な
ど
の
第
１

号
被
保
険
者
と
な
る
方
は
、
お
住

ま
い
の
市
・
区
役
所
、
役
場
で
直

接
、
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
公
務
員
の
第

２
号
被
保
険
者
の
方
や
、
そ
の
第

２
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
る
配

偶
者
の
第
３
号
被
保
険
者
の
方
は

勤
務
先
の
事
業
所
が
加
入
手
続
き

を
行
い
ま
す
の
で
、
個
別
の
手
続

き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

『
保
険
料
の
猶
予
・
免
除
』

　

学
生
で
あ
る
な
ど
収
入
が
少
な

い
た
め
に
国
民
年
金
保
険
料
の
納

付
が
で
き
な
い
場
合
は
、
申
請
に

よ
り
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
・
免

除
と
な
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
申
請
を
行
わ
ず
、
保
険
料

が
未
納
と
な
っ
て
い
る
と
、
「
万

が
一
」
の
時
に
障
害
年
金
が
受
け

取
れ
な
い
な
ど
の
思
わ
ぬ
事
態
を

招
き
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

　

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
は
、

所
得
が
な
い
学
生
の
方
の
ご
本
人

の
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が

猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。
年
金
を

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る

こ
と
や
不
慮
の
事
故
等
に
よ
り
障

害
が
残
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
に
、

障
害
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
る
こ
と
な
ど
を
防

止
す
る
た
め
の
制
度
で
す
。
経
済

的
な
理
由
等
に
よ
り
保
険
料
の
納

付
が
困
難
な
方
の
た
め
に
、
「
保

険
料
免
除
制
度
」
や
「
若
年
者
納

付
猶
予
制
度
」
も
あ
り
ま
す
。

★
問
合
せ
先　

住
民
係

　
　
　
　
　

☎
６
４-

３
３
１
３

▶
陸
地
測
量
部
大
正
９
年
発
行
地

　

形
図
に
は
「
清
水
原
野
」
の
地

　

名
と
建
物
、
道
路
が
描
か
れ
ま

　

す
。

◀
陸
地
測
量
部
明
治
29
年
製
版
地

　

形
図
の
清
水
地
区
周
辺
は
道
路

　

も
な
く
、
人
家
も
見
当
た
り
ま

　

せ
ん
。

▲発色し色が変化した試験管

☆問合せ先☆
　　政策推進係　℡６４-３３１２
　　メールアドレス　s-seisaku@town.assabu.lg.jp

道
路
の
除
雪
作
業
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

町
で
は
、
10 
㎝
以
上
の
積
雪
や

吹
き
溜
ま
り
が
あ
っ
た
場
合
、
通

勤
時
間
や
町
民
の
生
活
に
支
障
が

生
じ
な
い
よ
う
に
町
道
の
除
雪
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

安
全
で
迅
速
な
除
雪
作
業
に
努

め
て
い
ま
す
が
、
町
民
の
皆
様
に

も
、
次
の
こ
と
に
つ
い
て
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
雪
を
道
路
に
出
さ
な
い

●
路
上
に
駐
車
し
な
い

●
除
雪
車
に
近
寄
ら
な
い

　

除
雪
車
に
は
死
角
が
多
く
巻
き

　

込
ま
れ
る
と
危
険
で
す
。

●
出
入
口
は
各
戸
で
除
雪
を

●
夜
間
の
除
雪
体
制
に
つ
い
て

　

危
険
が
伴
う
た
め
、
夜
間
は
除

　

雪
を
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
吹
き

　

溜
ま
り
の
影
響
に
よ
り
交
通
不

　

可
と
な
る
場
合
も
予
想
さ
れ
る

　

こ
と
か
ら
ご
注
意
願
い
ま
す
。

●
不
要
な
外
出
を
控
え
る

　

警
報
発
令
時
は
通
行
困
難
と
な

　

る
道
路
が
多
数
発
生
す
る
恐
れ

　

が
あ
り
ま
す
。

☆除雪に関する問合せ先☆
　　管理係　℡６４-３３１５
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図書館
新　書
情　報

おすすめ新着図書
　新年あけましておめでとうございます。
　お正月はいかがお過ごしでしょうか。
　休日を楽しく過ごすための趣味、レジャ
ーに関する本をご紹介します。

「知識ゼロからの短歌入門」

〔「心の花」編集部　編〕

　基本的なところから実践す

る応用まで、短歌づくりの初

心者も経験者も学べる短歌入

門書です。

　技法、リズムが自然に身に

つく解説も掲載されていま

す。

●図書館では、お探しの資料が貸出中の場合、予約を承っています。また

　リクエストや道立図書館からの貸出も受付中。お気軽にご利用ください。

●問合せ先　厚沢部町図書館　☎６４-３４３６

「スキー上達セルフレッスン動画で練習法とコツをマスター」

〔藤本剛士　監修〕

　技術向上にはまずは基本か

ら！基本姿勢を軸に、スキー

上達のための様々な練習方法

や体の動かし方を紹介してい

ます。

食生活
改　善
協議会

【材料（６食分）】
メークイン	 4 個
●溶かしバター	 40g
●卵	 2 個
●上白糖	 30g
●蒸しパンミックス	 300g
揚げ油	 適量
粉糖	 適量

今月の簡単レシピ

メークインのご
ろごろドーナツ

①メークインは皮をむいて乱切
　りにし、10 分水にさらした後
　たっぷりの水でゆで粉ふき芋
　にし、つぶします。
　（レンジで５～６分加熱でも
　可能）
②ボウルに溶かしバター、溶き
　卵、砂糖をよく混ぜ、蒸しパ
　ンミックスを加えて全体をし
　っかり混ぜます。
③揚げ油を熱し、スプーンで落
　とし揚げにし、こんがり色付
　くまで揚げます。冷めたら粉
　糖をまぶします。

　メークインをたっぷり使用し甘味を控え

た食べやすいドーナツです。

　もっちりとした食感で食べ応えがありま

す。

食改から
のコメン

ト

１
＆

行
事

２
知
お

ら
せ

＆

　

急
遽
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
予
め
確
認
願
い
ま
す
。

１
月
の
休
日
当
番
医

　 １月の外来診療情報

北海道立江差病院
〔℡５２- ００３６〕

厚沢部町国保病院
〔℡６４- ３０３６〕

診 療 科 診 療 日

内 科

外 科

月〜金曜日
 （祝祭日は休診）

眼 科
11 日（火）・12 日（水）
25 日（火）・26 日（水）
※水曜日午後休診

受 付
時 間

午前…  8時30分〜11時30分
午後… 13時30分〜15時00分

※診療日は予定であり、医師の出張などで変更する

　場合もあります。事前に病院へご確認ください。

※眼科診療は事前に予約していない方も診療日当日

　の予約に余裕があれば、受診が可能な場合もあり

　ますので、お問い合わせください。

　　 午前… 8時00分〜11時30分（初診は9時00分〜）

　　 午後…13時00分〜14時30分

※予約受付時間（定期患者のみ）13時00分〜16時00分

※診療日は予定であり、変更になる場合もあります。

受付
時間

診 療 科 診 療 日

循環器内科
午前　月～金曜日
午後　月・金曜日

総 合 診 療
内　　 科

午前　月～金曜日（午前11時迄の受付)
午後　金曜日

消化器内科
午前　水曜日（午前11時迄の受付）
　　　再診のみ、完全予約制
午後　月曜日、6.20日（木）

呼吸器内科
午前　金曜日　
午後　木曜日

神 経 内 科 午前　7.21日

総 合 診 療
（外　　科）

午前　火～木曜日

外 科 午前　14.28日（午前11時迄の受付）

小 児 科
午前  月～金曜日　
午後  火と木曜日（午後3時～4時の受付）

泌 尿 器 科
午前　月～金曜日　
午後　木曜日

産 婦 人 科
午前　17.18.24.25日
午後　17.24日

耳鼻咽喉科
午前　4.5.12.13.18.19.26.27日
　　　　　　　（午前11時迄の受付）
午後　12.26日

眼 科
午前　20.27日（予約以外の初診受付11時迄)

午後　5.19.26日

皮 膚 科 午前　火曜日

※整形外科・精神科については月〜金曜日の午前診療と
　なります。

　
ロコモーショントレーニングその１

　今月は、ロコモを予防するためのご家庭でも簡単に、危
険なく行うことができるトレーニングをご紹介します。
　・開眼片脚立ち→机などに片手もしくは両手をつき、
片脚を上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　整形外科医　勝又顕

※ロコモ…骨や関節、筋肉といった運動器の機能が加齢
　とともに衰えた状態のことを言います。

当 番 医 病　院　名（電話番号）

 1月 1日（土） 道立江差病院（52-0036）

　　 2日（日） 勤医協診療所（52-1366）

　　 3日（月） 乙部町国保病院（62-2331）

　　 9日（日） 道立江差病院（52-0036）

10日（月）
厚沢部町国保病院（64-3036）

あっさぶ調剤薬局（64-3041）

16日（日） 佐々木病院（52-1070）

23日（日） 道立江差病院（52-0036）

30日（日） 上ノ国診療所（55-2017）

（
受
付
時
間

：

９
時
〜
17
時
）

左右１分ずつ
１日３回行います。

●転倒しないように、
　必ずつかまるもの
　がある場所で行い
　ましょう。
●床につかない程度
　に片足をあげます。

生

活

支

援

寮

に

ち
ょ
っ
と
早
い
ク
リ

ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

12
月
６
日

（月）
、
い
も
っ
こ
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ
（
三
木
エ
ミ
子

会
長
・
会
員
12
名
）
は
赤
沼
町
の

生
活
支
援
寮
や
あ
っ
さ
ぶ
荘
に
ク

リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
ほ
か
、

南
瓜
や
サ
ツ
マ
イ
モ
を
手
渡
し
ま

し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
前
は
当
施
設
を

訪
れ
、
高
齢
者
ら
と
会
話
や
ビ
ン

ゴ
を
し
た
り
と
交
流
を
深
め
て
い

ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
で
実
施
す
る
こ
と
が
で

き
ず
に
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
で
、

何
か
で
き
な
い
か
と
考
え
、
今
回

の
活
動
に
至
り
ま
し
た
。
代
表
し

て
野
菜
等
を
受
け
取
っ
た
竹
中
学

施
設
長
は
「
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
た

く
さ
ん
の
野
菜
や
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

い
た
だ
き
あ
り
が
た
い
」
と
感
謝

を
述
べ
ま
し
た
。
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北
方
領
土
返
還
要
求
運
動
が
始

ま
っ
て
か
ら
70
年
以
上
を
経
過
し

た
現
在
も
な
お
、
領
土
返
還
へ
の

２
月
７
日
は
「
北
方
領
土
の
日
」

　

我
が
国
固
有
の
領
土
で
あ
る
北

方
領
土
（
国
後
島
、
択
捉
島
、
色

丹
島
、
歯
舞
群
島
）
の
早
期
返
還

を
国
民
の
総
意
で
実
現
し
ま
し
ょ

う
。

　

北
海
道
で
は
令
和
４
年
度
の
訓

練
生
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま

す
。

◎
一
般
追
加
募
集
出
願
期
限

　

１
月
27
日

（木）

◆
試
験
日　

２
月
２
日

（水）

◆
発
表
日　

　

試
験
日
翌
日
よ
り
７
日
以
内
に

　

発
表

★
提
出
（
問
合
せ
）
先

　

〒
０
４
１
‐
０
８
０
１

　

函
館
市
桔
梗
町
４
３
５
番
地

　

道
立
函
館
高
等
技
術
専
門
学
院

☎
０
１
３
８
‐
４
７
‐
１
１
２
１

函
館
高
等
技
術
専
門
学
院
の

訓
練
生
を
募
集
し
ま
す

★★★南部桧山清掃センターからのお知らせ★★★
12 月 31 日（金）～１月５日（水）は正月休みのため受入れできません。

１月 22 日（土）は休日のため当施設へのごみの搬入はできません。
【問合せ先：南部桧山清掃センター（☎ 53-6301）】

令和３年 11 月末現在

世帯 男 女 人口 前月からの
人口増減

下地区 1,100 1,003 1,118 2,121（－6）

鶉地区 316 308 318 626（－6）

館地区 434 413 447 860（－4）

全 町 1,850 1,724 1,890 3,607（－16）

※外国人住民を含む

町の人口

（12 月20日届出分まで）

今月の寄附件数 213件

今月の寄附金額 5,058千円
令和３年度

寄附件数累計 1,977件
令和３年度

寄附金額合計 25,696千円

前年度寄附金額 29,807千円

厚沢部町ふるさと納税寄附状況

（12 月 21 日届出分まで）

戸籍の窓

－１月＆２月の行事＆お知らせ－

連続 ３５ 日０

令和３年 12 月 25 日現在

厚沢部町交通死亡事故死
ゼロ記録簿

おくやみもうしあげます

新　町　本田　　久さん（72 歳）12/04

木間内　島崎　又吉さん（91 歳）12/06

鶉　町　干山　政夫さん（90 歳）12/06

赤沼町　佐藤　やすさん（94 歳）12/09

富　里　松𣘺　三郎さん（89 歳）12/17

◎
江
差
町
文
化
会
館

☆
１
月
６
日

（木）

◆
優
良
運
転
者
講
習

　

13
時
～
13
時
30
分

◆
違
反
運
転
者
講
習

　

14
時
15
分
～
16
時
15
分

☆
１
月
20
日

（木）

◆
優
良
運
転
者
講
習

　

13
時
～
13
時
30
分

◆
一
般
運
転
者
講
習

　

14
時
～
15
時

◆
初
回
更
新
者
講
習

　

15
時
45
分
～
17
時
45
分

運
転
免
許
更
新
時
講
習

あとがき
▼
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
は
広
報
あ
っ

さ
ぶ
を
ご
覧
い
た
だ
き
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん

に
と
っ
て
昨
年
は
ど
の
よ
う
な
１

年
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
▼
５
月

か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

が
始
ま
り
、
そ
の
影
響
も
あ
っ
て

か
徐
々
に
感
染
者
数
は
減
少
傾
向

に
転
じ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
落
ち
着
き
が
見
え
て
き
た
矢

先
、
「
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
」
と
い
う

変
異
体
が
登
場
し
ま
し
た
。
感
染

力
が
高
い
と
さ
れ
、
感
染
拡
大

が
心
配
さ
れ
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
も

大
事
で
す
が
１
日
で
も
早
く
治
療

薬
が
普
及
さ
れ
て
ほ
し
い
と
こ

ろ
で
す
。
▼
時
間
を
刻
む
で
紹

介
し
た
「
は
ぜ
る
ク
リ
ス
マ
ス

会
」
。
裏
表
紙
に
は
、
12
月
末
で

素
敵
な
過
疎
づ
く
り
㈱
を
退
職
す

る
赤
石
さ
ん
を
全
園
児
と
お
ら
い

も
フ
ァ
ミ
リ
ー
で
囲
ん
で
の
記
念

撮
影
を
載
せ
て
い
ま
す
。
は
ぜ
る

の
行
事
に
お
ら
い
も
フ
ァ
ミ
リ
ー

が
登
場
す
る
際
、
い
つ
も
赤
石
さ

ん
が
つ
い
て
子
ど
も
達
を
喜
ば
せ

よ
う
と
奮
闘
し
て
い
ま
し
た
。
子

ど
も
達
の
た
め
に
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
満
面
の
笑

み
だ
っ
た
の
で
思
わ
ず
裏
表
紙
に

採
用
し
ま
し
た
。
▼
今
年
は
『
寅

年
』
で
す
。
寅
年
に
ま
つ
わ
る
話

と
し
て
、
十
二
支
を
考
案
し
た
当

初
は
寅
で
は
な
く
獅
子
で
あ
っ
た

と
い
う
話
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

昔
、
獅
子
は
ひ
ど
い
悪
事
を
働
い

て
お
り
、
そ
の
噂
を
聞
い
た
神
様

が
、
獅
子
を
十
二
支
か
ら
外
し
た

い
と
考
え
、
代
わ
り
に
人
間
に
害

を
及
ぼ
す
獣
た
ち
を
退
治
す
る
虎

を
代
わ
り
に
入
れ
た
そ
う
で
す
。

こ
う
い
う
こ
と
か
ら
、
虎
が
十
二

支
に
選
ば
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

▼
２
０
２
２
年
は
広
報
誌
の
紙
面

の
見
直
し
な
ど
を
含
め
新
た
な
こ

と
に
ト
ラ
イ
し
、
皆
さ
ん
に
興
味

を
持
っ
て
読
ん
で
も
ら
え
る
よ
う

努
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
本
年
も

広
報
あ
っ
さ
ぶ
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
（
え
び
）

令
和
４
年
厚
沢
部
町
新
年
交
礼

会
の
中
止
に
つ
い
て

　

例
年
開
催
し
て
い
ま
す
新
年
交

礼
会
に
つ
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
観
点

か
ら
中
止
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま

　

北
海
道
森
林
管
理
局
で
は
、
国

民
の
皆
様
に
国
有
林
の
役
割
や
現

状
等
を
ご
理
解
い
た
だ
く
と
共

に
、
国
民
の
幅
広
い
意
見
を
把
握

し
、
国
有
林
野
の
管
理
経
営
に
役

立
て
る
こ
と
を
目
的
に
、
令
和
４
・

５
年
度
の
「
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
」

を
次
の
通
り
募
集
し
ま
す
。

★
依
頼
内
容

●
国
有
林
や
森
林
・
林
業
に
関
す

　

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
へ
の
回
答

●
モ
ニ
タ
ー
会
議
（
年
１
回
）
へ

　

の
出
席

●
現
地
見
学
会
（
国
有
林
の
作
業

　

現
場
等
、
年
１
回
）
へ
の
参
加

★
依
頼
期
間

　

令
和
４
年
４
月
～
令
和
６
年
３

　

月
の
２
年
間

★
応
募
資
格

　

北
海
道
に
お
住
ま
い
で
、
国
有

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
の
募
集
に
つ

い
て

　

林
に
関
心
の
あ
る
満
18
歳
以
上

　

の
方

★
応
募
方
法

　

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

　

の
上
、
応
募
く
だ
さ
い
。

★
募
集
期
限

　

令
和
４
年
２
月
18
日

（金）
必
着

★
問
合
せ
先
（
応
募
先
）

　

札
幌
市
中
央
区
宮
の
森
３
条
７

　

丁
目
70
番

　

林
野
庁

　

北
海
道
森
林
管
理
局
企
画
課

　

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
担
当

☎
０
１
１
‐
６
２
２
‐
５
２
２
８

Fax
０
１
１
‐
６
２
２
‐
５
１
９
４

Mail 
h
_
k
i
k
a
k
u
@
m
a
f
f
.
g
o
.
j
p

善
意
感
謝
致
し
ま
す

◎
社
会
福
祉
協
議
会
へ

☆
御
香
料
の
お
礼
に
代
え
て

　

鶉
町
・
干
山
敬
子
さ
ん
か
ら

　
　
　
　
　
　

３
０
，
０
０
０
円

　

新
町
・
尾
山
君
兆
さ
ん
か
ら

　
　
　
　
　

２
０
０
，
０
０
０
円

　

新
町
・
本
田
す
み
子
さ
ん
か
ら

　
　
　
　
　
　

５
０
，
０
０
０
円

●
一
般
寄
附
金

　

館
町
・
只
野
勲
さ
ん
か
ら

　
　
　
　
　

１
０
０
，
０
０
０
円

●
町
ふ
る
さ
と
づ
く
り
寄
附
金

　

相
模
原
市
・
林
敏
幸
さ
ん
か
ら

　
　
　
　
　

３
０
０
，
０
０
０
円　

－１月＆２月の行事＆お知らせ－

　

現
在
、
町
で
は
、
高
齢
者
や
ひ

と
り
親
家
庭
等
の
暖
房
費
の
一
部

を
助
成
す
る
冬
期
生
活
支
援
事
業

の
申
請
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

申
請
期
限
は
令
和
４
年
１
月
31

日
（月）
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で

申
請
忘
れ
の
無
い
よ
う
お
気
を
付

け
く
だ
さ
い
。

　

ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら

お
気
軽
に
問
合
せ
先
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

★
問
合
せ
先

　

保
健
福
祉
課
福
祉
係

　
　
　
　
　

☎
６
４-

３
３
１
９

「
福
祉
灯
油
」
の
申
請
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

海
の
「
事
件
・
事
故
」
は

１
１
８
番

　

「
１
１
８
番
」
は
海
上
保
安
庁

緊
急
通
報
用
電
話
番
号
で
す
。

　

こ
の
通
報
に
よ
る
海
で
の
事

件
・
事
故
情
報
の
入
手
は
年
々
増

加
し
て
い
ま
す
が
、
よ
り
多
く
の

人
々
に
そ
の
重
要
性
を
理
解
し
て

い
た
だ
き
、
海
の
安
全
確
保
に
資

す
る
た
め
、
海
上
保
安
庁
で
は
、

毎
年
1
月
18
日
を
「
１
１
８
番
の

日
」
と
制
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

船
で
遭
難
し
た
、
沖
で
不
審
な

船
を
見
か
け
た
、
ま
た
は
密
輸
・

「
お
詫
び
と
訂
正
」

　

先
月
発
行
し
た
６
９
６
号
の

７
頁
『
「
小
学
生
の
税
に
関
す
る

書
道
」
の
表
彰
』
で
名
前
の
漢

字
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
次

の
と
お
り
訂
正
す
る
と
と
も
に
、

中
村
さ
ん
ご
家
族
の
皆
様
に
深

く
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

（
誤
）　

中
村
郁
華・

（
４
年
生
）

（
正
）　

中
村
郁
花・

（
４
年
生
）

し
た
。

　

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
引
き
続
き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
予
防
対
策
の
徹
底
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

★
問
合
せ
先

　

総
務
財
政
課
課
総
務
係

　
　
　
　
　

☎
６
４-

３
３
１
１

密
漁
な
ど
の
海
上
犯
罪
を
目
撃
し

た
際
は
１
１
８
番
に
通
報
し
て
い

た
だ
く
か
、
最
寄
り
の
海
上
保
安

部
・
保
安
署
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

★
問
合
せ
先

　

江
差
海
上
保
安
署

　

☎
５
２-

５
１
１
８
（
代
表
）

※
夜
間
・
休
日
は
函
館
海
上
保
安

　

部
に
転
送
さ
れ
ま
す
。

具
体
的
な
道
筋
は
見
え
て
お
り
ま

せ
ん
。

　

北
海
道
で
は
毎
年
１
月
21
日
か

ら
２
月
20
日
ま
で
を
「
北
方
領
土

の
日
特
別
啓
発
期
間
」
と
し
て
、

北
方
領
土
問
題
に
つ
い
て
の
理
解

を
深
め
、
重
点
的
に
返
還
要
求
運

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。　
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はぜるクリスマス会

おらいもファミリーと共にメリークリスマス！

　12月 24日（金）、「クリスマス会」が認
定こども園はぜるで行われた。今年もおらい
もファミリーが登場。園児たちは「メリーク
リスマス！」と大きな声で出迎えました。み
んなで「赤鼻のトナカイ」を踊ったり、とて
も楽しいクリスマス会となりました。

▲今年も湯田サンタさんが登場！
　園児たちにお菓子をプレゼン
　ト！いつもありがとうございま
　す！

時
と

間
き

刻 む
を


